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３．国際数理コース・文系SPコース経年比較
H26 H26 年度国際数理コース・文系SP コース　　H25 H25 年度　同コース　１年次



─54─

４．効果のあった研修（H26 1 年生）
各質問に対し、肯定的意見をもつ生徒が選択した、効果があった研修
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＜第 1回 SSH運営指導委員会＞
日　時：平成 26 年 6月 26 日（木）14:00～15:30
出席者：運営指導委員 6名、本校校長、

本校SSH研究推進委員 7名
栃木県教育委員会 1名

次　第：
１．開会
２．学校長あいさつ
３．運営指導委員・事務局の紹介及びあいさつ
４．校内研究推進委員の紹介
５．協議（説明・質疑）
（1）本校におけるSSH事業計画の説明
（2）今年度事業計画の説明
（3）海外研修の説明
（4）研究推進体制の説明
（5�����）その他
６．閉会

記　録：平成 26 年度の実施計画、2年目となる海
外研修等について本校から説明を行った。その後、
下記の点について、意見、質問、要望があった。
・各事業実施にあたり、両毛線沿線間のSSH校と
情報交換を密に行っていく必要がある。

・各大会等で生徒が発表する機会が増えてきてい
るが、これらの内容をきちんと聞き、さらに的確
に質問する能力をつけることが重要である。

・ H25�研究成果発表会での英語班の発表が素晴ら
しかった。

・SSH事業を各生徒の進路（キャリア教育）とどの
ように結び付けていくのか。講演会等の受け身
型から体験型事業が目立ってきている。自ら体
験することで、将来の職業意識や進路により絡
んでくるものと思われる。

＜配付資料＞
１．本校SSH事業計画概要
２．平成 26 年度事業計画書�
３．海外研修実施計画
４．課題研究テーマ

＜第 2回 SSH運営指導委員会＞
日　時：平成 27 年 2月 14 日（土）16:30～17:35
出席者：運営指導委員 5名、本校校長、

本校SSH研究推進委員 8名
栃木県教育委員会 1名

次　第：
１．開会
２．学校長あいさつ
３．協議（説明・質疑）
（1）今年度事業報告

①今年度足高SSH事業実施状況
②実施の効果とその評価について
③中間ヒアリング報告

（2）次年度事業計画の説明
①事業計画について
②海外研修について

（3）その他
４．閉会
記　録：同日 13 時 30 分から本校第 1 体育館に
て、SSH生徒研究成果発表会が開催され、運営指導
委員の先生方にも参加いただいた。第 2回委員会
での主な意見、質問等は下記のとおりであった。
・年々着実に定着してきている。
・SSHでの根拠に基づく探究、コミュニケーショ
ン等の活動を授業に取り込んでいき、生徒一人
一人の指導に反映させてほしい。

・講演題目や講師の選定に生徒の要望を取り入れ
てみるのはどうか。

・���探究結果から出た問題点を今後に繋げる提案型
のプレゼンに活かしてはどうか。

・客観的な評価が必要。統計の仕方が課題である。

＜配付資料＞
１．平成 26 年度足高 SSH事業実施状況
２．実施の効果とその評価
３．中間ヒアリング報告
４．平成 27 年度足高 SSH事業計画(案)
５．平成 27 年度海外研修(案)

【関係資料２】運営指導委員会の記録
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【関係資料３】教育課程表
○平成 26 年度全学年


